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主 な 記 事 
医療保険制度が改正 2面 
20歳になったら国民年金 3面 
成人式は8日の午後1時から 4面 
今年はボランティア国際年 5面 
新世紀に期待すること 8面 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
た

な
世
紀
の
幕
開
け
を
、
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

本
市
は
新
世
紀
の
息
吹
を
感

じ
さ
せ
る
事
業
を
着
実
に
進
め

て
お
り
、
昨
年
は
、
介
護
保
険

制
度
の
実
施
や
京
田
辺
駅
舎
の

改
築
工
事
、
Ｊ
Ｒ
三
山
木
駅
の

高
架
工
事
を
は
じ
め
多
く
の
事

業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

２１
世
紀
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情
報
技

術
）
の
推
進
に
よ
り
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
社
会
が
形
成
さ
れ
る
と

同
時
に
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が

い
と
い
っ
た
精
神
的
な
充
足
が

求
め
ら
れ
る
世
紀
で
あ
る
と
も

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
社
会
的
、
時
代
的

な
要
請
を
受
け
て
、
本
市
は
心

に
響
く
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
日
々
快
適
で
安
全
な
暮
ら

し
が
で
き
る
基
本
的
な
都
市
機

能
の
整
備
は
も
と
よ
り
、
福
祉

や
環
境
、
情
報
公
開
、
男
女
共

同
参
画
な
ど
ソ
フ
ト
面
の
施
策

心
響
く
ま
ち
づ
く
り 市 長 久 村 哲

や
事
業
に
も
力
点
を
お
い
た
、

常
に
時
代
に
即
応
し
た
街
の
創

造
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

依
然
と
し
て
厳
し
い
社
会
経

済
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
残

さ
れ
た
行
政
課
題
の
解
決
に
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
時

代
の
大
き
な
変
化
の
中
で
、
急

速
に
進
む
少
子
・
高
齢
対
策
、

介
護
保
険
制
度
へ
の
対
応
、
地

方
分
権
・
行
財
政
改
革
の
推

進
、
ご
み
や
廃
棄
物
等
の
環
境

問
題
な
ど
、
新
た
に
対
応
す
べ

き
課
題
を
的
確
に
捉
え
、
こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
様
々
な

経
験
や
シ
ス
テ
ム
を
駆
使
し
な

が
ら
新
し
い
時
代
に
希
望
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
、
明
る
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
な

が
ら
、
み
ん
な
が
ゆ
と
り
と
ほ

ほ
え
み
の
も
て
る
素
敵
な
街
の

明
日
の
た
め
に
、
新
た
な
一
歩

を
記
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

本
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
っ
て

素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

る
さ
と
京
田
辺
を
み
な
さ
ん

お
そ
ろ
い
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。番

組
の
主
な
内
容
は
、
久

村
哲
市
長
の
新
年
へ
の
抱

負
、「
子
育
て
で
悩
ん
で
い

る
お
母
さ
ん
を
支
援
し
た

い
」
と
活
動
さ
れ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
の
様
子
や
竹
炭
づ
く

り
に
情
熱
を
燃
や
さ
れ
る
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
ま
す
。
ま
た
、
平

成
１４
年
春
の
完
成
に
向
け
工

事
が
進
む
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
、

三
山
木
地
区
特
定
土
地
区
画

整
理
事
業
に
つ
い
て
も
紹
介

し
ま
す
。

市
は
、
１
月
１
日
午
前
１０

時
１５
分
か
ら
３０
分
ま
で
の
１５

分
間
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
京
都
テ
レ
ビ

（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
３４
ｃ
ｈ
）
で
「
京

田
辺
市
新
春
特
別
番
組
〜
緑

豊
か
で
健
康
な
文
化
田
園
都

市
を
め
ざ
し
て
〜
」
を
放
映

し
ま
す
。

番
組
は
手
話
通
訳
の
入
っ

た
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い

も
の
。
お
せ
ち
を
食
べ
な
が

ら
、
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
ひ

と
と
き
に
、
変
わ
り
ゆ
く
ふ

市
の
新
春
特
別
番
組

市
の
新
春
特
別
番
組 

市
の
新
春
特
別
番
組 

１月１日

ＫＢＳ京都で放映

レポーター（左）に竹炭を使った枕の
話をするメンバー

お年寄りと囲碁を通じて交流する草内保育所の子どもたち

◆広報紙に掲載の写真さしあげます。ご希望の方は市広報広聴課（�64-1320）へ◆

子どもからお年寄りまで
笑顔が息づくまち、京田辺。

新しい世紀の第一歩が
スタートしました。

みなさんにとって
良い年でありますように。



広 報 　 き ょ う た な べ＜ 3 ＞ 平成13年（2001年）1月1日

なやみごと（人権・行政）相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター）

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

市
は
、
非
常
勤
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

【
職
種
と
応
募
資
格
】

訪
問
調
査
員
＝
昭
和
２６
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
保
健
婦
（
士
）
の
資
格
を

有
す
る
人

【
募
集
人
員
】

１
人

【
試
験
日
時
】

１
月
２８
日
�
午
前
９
時
か
ら

【
申
込
方
法
】

市
職
員
課
に
備
え
付
け
の
申

市
は
、
臨
時
職
員
な
ど
（
上

図
）
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

市
職
員
課
に
備
え
付
け
の
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

免
許
証
・
資
格
証
明
書
の
写
し

（
必
要
と
す
る
職
種
の
み
）
を

添
え
て
同
課
へ
本
人
持
参
に
よ

り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け
付
け

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

撮
影
後
６
か
月
以
内
の
写
真

（
上
半
身
脱
帽
、
縦
６
�
×
横

５
�
）
を
貼
り
、
保
健
婦
免
許

証
の
写
し
を
添
え
て
、
同
課
へ

本
人
持
参
に
よ
り
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
し
込

み
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

【
申
込
書
交
付
・
受
付
期
間
】

１
月
９
日
�
〜
１９
日
�
午
前

８
時
３０
分
〜
正
午
と
午
後
１
時

〜
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
き

ま
す
）

昭和21年4月2日以降に生まれた 
高等学校卒業以上の人 

■募集職種および応募資格（臨時職員・パートなど） 

保健婦（士） 
および    
看護婦（士） 

昭和21年4月2日以降に生まれた 
保育士資格を有する人 

昭和21年4月2日以降に生まれた 
手話通訳のできる人 

昭和21年4月2日以降に生まれた 
医療事務の資格を有する人 

昭和21年4月2日以降に生まれた保
健婦（士）または看護婦（士）免許を
有する人（ただし、看護婦（士）
については、休日応急診療所〈休
日のみ〉だけの勤務もあります） 

昭和21年4月2日以降に生まれた管 
理栄養士または栄養士免許を有す
る人 

給食調理師 
（保育所勤務） 

昭和21年4月2日以降に生まれた 
調理師免許を有する人 

保育所 
パート職員 

環境衛生 
技術員 

昭和21年4月2日以降に生まれた人 

昭和11年4月2日以降に生まれた人 

昭和21年4月2日以降に生まれた人 

栄養士 

一般事務 

保育士 

宿日直員 

医療事務 

手話通訳 

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

市
職
員
課
（
�
６４
・
１
３
２

ま
せ
ん
。

【
申
込
書
交
付
・
受
付
期
間
】

１
月
１５
日
�
〜
２６
日
�
午
前

８
時
３０
分
〜
正
午
と
午
後
１
時

〜
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
き

ま
す
）

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

市
職
員
課
（
�
６４
・
１
３
２

４
）結

核
の
勢
い
は
、
ま
だ
衰
え

て
い
ま
せ
ん
。
特
に
、
高
齢
者

の
結
核
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
平
成
１０
年
で
は
、
結
核
患

者
の
５０
�
以
上
が
６０
歳
以
上
の

人
で
す
。
最
近
は
、
学
校
や
職

場
で
若
者
を
中
心
と
し
た
集
団

感
染
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

結
核
の
初
期
症
状
は
風
邪
と

似
て
い
ま
す
。
せ
き
・
た
ん
、

微
熱
が
出
て
体
が
だ
る
い
な
ど

の
症
状
が
２
週
間
以
上
続
い
た

ら
、
結
核
を
疑
っ
て
検
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
左
表
の
と
お
り
、
市

内
各
地
で
結
核
住
民
検
診
と
肺

厚
生
省
や
府
・
日
本
赤
十
字

社
は
、
１
月
１
日
か
ら
２
月
２８

日
ま
で
「
は
た
ち
の
献
血
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
冬
期
に
お
け
る
献

血
す
る
人
と
安
全
な
血
液
確
保

の
一
層
の
推
進
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
血
液
製
剤
を
献

血
に
よ
っ
て
確
保
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
新
た
に
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
た
「
は
た
ち
」
の
若
い

人
た
ち
を
中
心
と
し
て
、
広
く

国
民
の
み
な
さ
ん
に
、
献
血
の

普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
特
に

成
分
献
血
、
４
０
０
�
献
血
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
求
め
る

も
の
で
す
。

実 施 日  時 間  

平成13年1月16日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  

13：00～13：30 松 井 出 荷 場 前  

13：50～14：20 薪 公 民 館

1月17日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
13：00～14：00 北部住民センター  
14：20～14：50 健 康 ケ 丘 公 民 館  

1月18日� 9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
1月19日� 9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  

1月22日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
13：00～13：30 三 山 木 福 祉 会 館  
13：50～14：20 普 賢 寺 公 民 館  

1月23日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
13：00～13：30 東 田 辺 公 民 館  
13：50～14：50 常 磐 苑

1月24日� 9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  

1月25日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
13：00～13：30 草 内 公 民 館  
13：50～14：50 府営田辺団地第二集会所前 

1月26日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  

13：00～13：30 西 住 宅 公 民 館  

13：50～14：50 常 磐 苑

1月29日� 
9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  
13：00～13：30 花 住 坂 公 民 館  
13：50～14：50 フレスト松井山手前 

1月30日� 9：00～11：00 保 健 セ ン タ ー  

場 所

■結核住民検診・肺がん検診日程表 

２０歳になったら国民年金 ２０歳になったら国民年金 

国民年金は、法律で日本に住んでいる２０歳から６０歳までの
方（厚生年金･共済組合などの加入者は除く）が、加入しなけれ
ばならない制度です。
国民年金は､老後の保障や不慮の事故などによって障害が残っ

た場合の保障など、私たちの生活が損なわれることのないようみ
んなで保険料を出し合い、お互いを支え合う社会保障制度です。
２０歳を迎えられるみなさん（学生の方も含む）、国民年金に

加入し保険料を納めて、大きな安心を手に入れてください。
問合せ先＝市国保年金課（�６３・１１２２）

※地方公務員法第１６条の規定による欠格条項に該当する方は応募できません。

洛

南

寮

で

ひ
だ
ま
り
の
会

日
時
＝
１
月
２３
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
の
高
齢
者

内
容
＝
カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク

ル
。
お
好
き
な
歌
を
歌
っ
て
く

だ
さ
い
。

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２
２

２
）

が
ん
検
診
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
受
診
当
日
、
直
接
会
場
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
結
核
住
民
検
診
】

対
象
＝
１５
歳
以
上
の
市
民

内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

【
肺
が
ん
検
診
】

対
象
＝
４０
歳
以
上
の
市
民

内
容
＝
胸
部
Ｘ
線
間
接
撮
影

と
た
ん
検
査
（
希
望
者
の
み
受

診
で
き
ま
す
）
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
健
康
推
進
課

（
�
64
・
１
３
３
５
）

市
と
市
献
血
推
進
協
議
会
は

実
施
期
間
中
を
含
め
、
左
表
の

と
お
り
献
血
を
予
定
し
て
い
ま

す
。市

民
の
み
な
さ
ん
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
健
康
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
３
５
）

４
）

臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
の
登
録
も

訪
問
調
査
員
を
募
集

訪
問
調
査
員
を
募
集 

訪
問
調
査
員
を
募
集 集団感染・高齢者の結核患者が増加

◎献血の日程
実施日 受付時間 場 所 所 在 地
1月11日
（木）

9：30～12：30
14：00～15：30

� 克 己 建 設
府田辺保健所

京田辺市多々羅前田50
〃　　 田辺明田1

2月23日
（金）

9：30～11：30
13：30～15：30

明 治 乳 業
㈱ 京 都 工 場 〃　　大住立原1

3月14日
（水）

10：30～12：00
13：30～15：30 田辺公民館 〃　　田辺沓脱14

は
た
ち
の
献
血

保
育
士
・
医
療
事
務
な
ど

結核・肺がん検診を受けよう

お互いが支え合う制度です

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 2 ＞

投
票
用
紙
へ
の
記
載
は
、

候
補
者
１
人
の
氏
名
（
比
例

代
表
選
挙
は
政
党
名
）
を
記

載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
反
す
る
記
載
を
行
う

と
無
効
と
な
り
ま
す
。

無
効
投
票
と
な
る
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
所
定
の
用
紙
以
外
の
も

の
②
候
補
者

で
な
い
者
ま

た
は
候
補
者

と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の

③
２
人
以
上
の
候
補
者
の

氏
名
を
記
載
し
た
も
の

④
被
選
挙
権
の
な
い
候
補

者
の
氏
名
を
記
載
し
た
も
の

⑤
候
補
者
の
氏
名
以
外
の

他
事
を
記
載
し
た
も
の
（
た

だ
し
、
候
補
者
の
職
業
や
住

所
・
敬
称
な
ど
は
許
さ
れ
ま

す
。）⑥

候
補
者
の
氏
名
を
自
書

し
な
い
も
の
（
ス
タ
ン
プ
や

印
判
な
ど
を
押
し
た
も
の
）

⑦
候
補
者
の
誰
を
書
い
た

か
確
認
し
が
た
い
も
の⑧

白
紙
投

票
な
ど

で
す
。

大
切
な
１

票
を
行
使
す
る
に
あ
た
っ
て

は
、
無
効
と
な
ら
な
い
よ
う

正
し
く
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
高
額
療
養
費
の
自
己

負
担
限
度
額
が
改
正

所
得
の
高
い
人
や
医
療
を
受

け
る
こ
と
の
多
い
人
に
、
相
応

の
自
己
負
担
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
、
高
額
療
養
費
の
自
己
負

担
額
の
限
度
額
が
表
１
、
表
２

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

◎
入
院
時
の
食
事
代
の

自
己
負
担
額
が
改
正

入
院
し
た
と
き
の
食
事
代

は
、
定
額
（
標
準
負
担
額
）
を

自
己
負
担
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
、
残
り
は
国
保
が
負
担
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
改
正
で
は
、

一
般
の
人
の
自
己
負
担
額
が
表

１
月
１
日
か
ら
医
療
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
国
民
医
療
費
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、
な
か
で
も
老
人
医
療
費

は
急
増
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
急
速
な
医
療
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
治
療
の
難
し
か
っ
た
病
気
も
治
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
反
面
、
治
療
に
か
か
る
医
療
費
の
高
額
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
、
老
人
医
療
費
や
高
額
な
医
療
費
に
対
応

し
て
医
療
保
険
制
度
を
維
持
し
て
い
く
た
め
、
医
療
費
の
自
己
負
担
を
負
担
能
力
や
か
か
っ
た
医
療
費
に
応
じ
た
も
の
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
が
安
心
し
て
生
涯
を
送
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
負
担
が
み
な
さ
ん
の
子
や
孫
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
安
定
し
た
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
医
療
保
険
制
度
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
の
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま

す
。（
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
つ
い
て
は
、
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。）

◎
海
外
療
養
費
を
創
設

海
外
渡
航
中
に
病
気
や
け
が

の
治
療
を
受
け
た
場
合
は
、
以

前
は
国
保
が
使
え
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
回
か
ら
海
外
渡
航
中

の
治
療
も
国
保
の
給
付
対
象
に

な
り
ま
す
。

◎
住
所
地
特
例
の

対
象
が
拡
大

長
期
入
院
の
た
め
に
、
住
所

地
を
入
院
先
の
医
療
機
関
に
移

す
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
特
定
の
疾
病
な
ど
に
限

り
、
移
す
前
の
住
所
の
あ
る
市

町
村
の
国
保
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
あ

ら
ゆ
る
長
期
入
院
が
対
象
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
国
保
年
金
課

（
�
６３
・
１
１
２
２
）

住 民 税  
非課税世帯 35,400円 35,400円 

63,600円 

121,800円 

（医療費が318,000
円を超えた場合は
その超えた分の1
％を加算） 

（医療費が609,000
円を超えた場合は
その超えた分の1
％を加算） 

63,600円 

一 般  

 

上 位  
所 得 者  

住 民 税  
非課税世帯 

一 般  

■表１　高額医療費の自己負担限度額 
平成12年 
12月31日まで 平成13年1月1日から 

※ 

平成12年 
12月31日まで 

760円 780円 一 般  

平成13年 
1月1日から 

■表３　入院時の食事代の自己 
負担額（1日あたり） 

※上位所得者とは、国保では国保税算定の基礎となる総所得金額 
が670万円を超える世帯をさします。 

住 民 税  
非課税世帯 24,600円 24,600円 

37,200円 

70,800円 
37,200円 

一 般  

上 位  
所 得 者  

住 民 税  
非課税世帯 

一 般  

平成12年 
12月31日まで 平成13年1月1日から 

※ 

■表２　4回目以降の自己負担限度額 
過去12か月以内に、同じ世帯で4回以上高額療養費の支給を受
けたとき、4回目以降は下記の金額を超えた分が支給されます。 

選
挙
の
し
く
み

無
効
投
票

安定した医療サービスを提供 １
月
か
ら
医
療

保
険
制
度
改
正

外来の場合 入院の場合

平成12年12月31日まで

１日…530円
（月４回まで）

定率１割負担
◎診療所および病院（200床未満）
…月額上限３,000円
◎病院（200床以上）…月額上限
５,000円

※なお、診療所によっては定額負
担（１日８００円、月4 回まで）
の場合もあります。

平成13年1月1日から
平成13年1月1日から

かかった費用の１割負担
（月額上限37,200円）

食事代…1日　780円

◎住民税非課税世帯など…月額上
限24,600円
◎住民税非課税世帯で老齢福祉年
金受給者…月額上限1５,000円

平成12年12月31日まで
1日…1,200円
食事代…1日　760円
◎住民税非課税世帯など…月額上限35,400円
◎住民税非課税世帯で老齢福祉年金受給者…1日
500円

健康保険法の一部改正により、老人医療の一部負担金が次のように変わります。

市
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
性
の
状
態
に
あ
る

満
６５
歳
以
上
の
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
人

に
、
介
護
者
激
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
は
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

▼
基
準
日
（
２
月
１
日
）
に
お
い
て
、
要
介

護
老
人
が
住
民

登
録
を
し
た
日

か
ら
６
か
月
以

上
経
過
し
て
い

な
い
と
き
、
ま

た
は
本
市
で
引

き
続
き
６
か
月

以
上
介
護
し
て
い
な
い
と
き
。（
平
成
１２
年
７

月
に
支
給
の
人
は
対
象
外
）
▼
基
準
日
に
、
病

院
や
老
人
保
健
施
設
な
ど
に
引
き
続
き
３
か
月

以
上
超
え
て
入
院
な
ど
を
さ
れ
て
い
る
人
や
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
お
よ
び
社
会
福
祉
施
設

な
ど
に
入
所
さ
れ
た
人
。

支
給
額
＝
年
間
８
万
円

申
請
方
法
＝
市
高
齢
福
祉
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
地
区
担
当
の
民

生
児
童
委
員
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
＝
２
月
１
日
�
〜
１５
日
�

問
合
せ
先
＝

▼
市
高
齢
福
祉

課
（
�
６４
・
１

３
７
４
）
▼
セ

ピ
ア
の
園
在
宅

介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
�
６５
・

４
８
８
３
）
▼
田
辺
中
央
病
院
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
�
６５
・
０
１
９
０
）
▼
市
社
会
福

祉
協
議
会
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
�
６５
・

３
８
２
６
）
▼
九
十
九
園
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
（
�
６３
・
０
８
０
４
）

シリーズ38

介
護
激
励
金
を
支
給

介
護
激
励
金
を
支
給 

介
護
激
励
金
を
支
給 

２
月
１
日
〜
１５
日

申
請
期
間

老人医療の負担額が変わります

ご理解とご協力を

※医療費の合計が高額になったとき

平成13年1月1日から、入院などで同じ世帯内で同じ月内に30,000円（住民税非課税
世帯などは21,000円）以上を支払った老人保健対象者が複数いる場合、それらを合わ
せて37,200円（住民税非課税世帯などは24,600円）を超えたとき、その超えた分が支
給されます。
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市
内
の
で
き
ご
と
、
ニ
ュ
ー
ス
、 

催
し
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く 

だ
さ
い 

　
　
　
京
田
辺
市
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
） 

●環境メモ●外出するときは公共交通機関を使いましょう

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

寒
さ
か
ら 

　
水
道
管
を 

　
　
守
り
ま
し
ょ
う 

綴喜地区青少年問題連絡協議会は、第１７回綴喜青少年の主
張大会を開きます。
この大会は、京田辺市・八幡市・井手町・宇治田原町の小・

中学生１６人が日ごろ感じていること、大人たちや社会に向け
て訴えたいことなどを発表します。
本市からは、昨年の５月１４日に開かれた「市子どもの主張

大会」に発表した人のなかから４人が選ばれ出場します。
自分たちの目線から見た大人社会などについて、自分たち自

身の言葉で訴える「青少年の主張」に耳をかたむけてみましょ
う。
アトラクションとして井手町いづみ太鼓「左馬」による和太

鼓演奏があります。
日時＝１月２１日�午後１時～４時
場所＝井手町自然休養村管理センター（�８２・３７１１）
発表者＝京田辺市・八幡市・井手町・宇治田原町の小・中学

生約１６人
問合せ先＝府田辺保健所企画課（�６３・５７４５）

　住宅借入金等特別控除 

　居住用財産を譲渡した場合の3,000万円の特別控除 

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

3月6日� 
午前10時～午後4時 

　住宅借入金等特別控除 
　居住用財産を譲渡した場合の3,000万円の特別控除 

　確定申告全般 

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

　確定申告一般 
　（公的年金所得者のみ） 

2月20日� 
午前10時～午後4時 

2月13日� 
午前10時～午後4時 

　確定申告一般 

2月21日� 
午前10時～午後4時 

1月29日� 
午前10時～11時 
1月29日� 
午後1時30分～2時30分 

2月7日� 
午前10時～午後4時 

納
税
相
談
（
申
告
受
付
） 

　確定申告全般 
　譲渡所得申告全般 

3月7日� 
午前10時～午後4時 

申
告
説
明
会 

日　　　時 相　　談　　の　　種　　類 

◎宇治税務署による納税相談 

◎税理士による納税相談 

※納税相談の受付は午後3時で終了しますが、混雑状況により早まることもありますので、    お早目にお越しください。また、正午から午後1時までは休憩時間です。 

納税
相談 

日　　　時 場　　所 

市商工会館 2月23日�と3月2日� 
午前10時～午後3時  　確定申告全般 

市コミュニティ
ホール 

場　　所 

※申告説明会に来られる人は、開始時間までにお越しください。 

相　　談　　の　　種　　類 

京
都
司
法
書
士
会
は
、
相
続

登
記
に
つ
い
て
の
無
料
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
。

相
続
が
発
生
し
た
ま
ま
登
記

を
放
置
し
て
い
る
と
、
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
り
、
登
録
免
許

税
の
負
担
が
増
大
す
る
な
ど
、

登
記
手
続
き
が
困
難
に
な
り
ま

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

日
時
＝
２
月
１０
日
	
午
後
１

時
〜
４
時

会
場
＝
中
央
公
民
館

問
合
せ
先
＝
京
都
司
法
書
士

会
事
務
局
（
�
０
７
５
・
２
４

１
・
２
６
６
６
）

綴喜 
地区 青少年の主張大会 綴喜 
地区 青少年の主張大会 

昨
年
１２
月
８
日
、
草
内
小
学

校
に
ド
イ
ツ
・
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ

ン
大
学
同
志
社
日
本
語
セ
ン

タ
ー
生
５
人
が
訪
れ
、
児
童
ら

と
交
流
を
し
ま
し
た
。

本
市
と
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
市

と
の
友
好
交
流
事
業
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
た
こ
の
行
事
は
、

同
校
児
童
が
外
国
人
と
の
ふ
れ

あ
い
・
交
流
の
場
に
な
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
生
は
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
授
業
に
参
加
、
５
年
生

の
家
庭
科
授
業
に
加
わ
っ
た

「２１世紀最初の年をボランティア国際年に！」…国連の場での日本
の提案に世界中が賛同し、２００１年を「ボランティア国際年
（International Year Of Volunteers ＝ＩＶＹ）」とすることが決まりま
した。いま身近な地域社会で、また国境を越えた国際舞台で取り組ま
れるさまざまなボランティア活動は、よりよい社会をつくるための大
きな力となっています。ボランティア国際年は、こうした活動を盛ん
にし、参加しやすい環境づくりをするために、世界中で取り組むキャ
ンペーンです。

経
済
企
画
庁
（
１
月
６
日

か
ら
は
内
閣
府
）
と
府
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
２１
世
紀
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
期
待
」
を
開

き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
２３
日
�
午
前

１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分

場
所
＝
京
都
産
業
会
館

（
京
都
市
）

内
容
＝
▼
記
念
講
演
（
国

際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

所
長
の
河
合
隼
雄
さ
ん
）
▼

ス
ピ
ー
チ
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
推
進
国
際
協
議
会
会
長

の
ケ
ン
・
ア
レ
ン
さ
ん
）
▼

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
写
真
展
な
ど

申
込
方
法
＝
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

（
フ
ァ
ク
ス
を
お
持
ち
の
人

は
フ
ァ
ク
ス
番
号
）
を
書
い

て
、
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
１
月
１１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
府

民
労
働
総
務
課
（
〒
６
０

２
・
８
５
７
０
京
都
市
上
京

区
下
立
売
通
西
入
薮
ノ
内

町
、
�
０
７
５
・
４
１
４
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

は
、
国
際
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
み
で
は
な
く
、
各

国
内
の
地
域
で
取
り
組
ま
れ

る
多
種
多
様
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
自
ら
の

意
志
で
社
会
の
課
題
に
取
り

組
み
、
活
動
を
通
じ
て
自
分

の
ま
わ
り
の
人
々
を
輝
か
せ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
が
、

市
民
主
体
の
社
会
を
築
く
原

動
力
と
な
り
、
地
域
を
力
づ

け
、
地
域
社
会
を
救
う
こ
と

に
つ
な
が
る
と
い
う
願
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
連
決
議
で
明
記
さ
れ
た

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
」

の
目
的
で
あ
る
４
つ
の
柱
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い

て
み
ん
な
に
知
っ
て
も
ら
う

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し

や
す
い
社
会
の
し
く
み
を
整

え
る
③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
④
ボ
ラ

１１０番は、事件や事故を警察へ通報するための

「緊急専用電話」です。

いたずらや、ダイヤル間違いなどの１１０番は、

緊急電話の受信の支障となります。

また、困りごとや悩みごとなどの相談は、「♯９１

１０」に電話してください。

問合せ先＝田辺警察署（�６３・０１１０）

1月10日は110番の日

社
会
を
築
く
原
動
力

昨
年
の
「
市
子
ど
も
の
主
張
大
会
」

自
分
の
考
え
を
発
表
し
た
み
な
さ
ん

相
続
登
記
の
法
律
相
談

２
月
１０
日
に
中
央
公
民
館
で

無 料

料
理
を
通
し
て
交
流

料
理
を
通
し
て
交
流 

料
理
を
通
し
て
交
流 

サ
ー
シ
ャ
・
オ
リ
バ
ー
・
ガ
ル

さ
ん
（
２１
）
は
、
児
童
ら
に
作

り
方
を
教
わ
り
な
が
ら
調
理
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
。

器
用
に
包
丁
を
使
っ
て
ネ
ギ

を
切
り
、
卵
を
焼
く
姿
を
見
て

い
た
児
童
か
ら
は
「
お
箸
の
使

い
方
が
う
ま
く
、
卵
を
巻
く
の

が
上
手
」
と
お
誉
め
の
言
葉
も
。

ガ
ル
さ
ん
は
「
普
段
、
料
理

は
し
て
な
い
け
ど
、
良
く
で
き

た
と
思
う
。
食
べ
る
の
が
楽
し

み
」
と
日
本
語
で
満
足
そ
う
に

話
さ
れ
ま
し
た
。

普段の姿を見て ！ 

草内小学校で児童から卵焼きのコツを教えて
もらい挑戦するガルさん（左）

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

敬
老
会
で
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
投
影
機
）
を
使
っ
て
お
祝
い
の

こ
と
ば
を
要
約
速
記
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

市立幼稚園研究会は、幼児ならではの豊かな心や
表現力、創造性などを多くの人にお知らせして、主
体的に活動する幼児の姿と幼稚園教育の理解を得る
ために市立８幼稚園児による絵画展を開きます。
日時＝１月１２日�～１５日�午前９時～午後５

時。ただし１５日は午後３時で終了します。
場所＝市コミュニティホール
テーマ＝ひとりひとりの心を大切に
内容＝幼稚園児による絵画（年齢別）やスナップ

写真の展示など
入場＝無料
問合せ先＝市立幼稚園研究会（松井ケ丘幼稚園内、

�６２・８８８７）

テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
生
と
草
内
小
児
童

日ごろ感じていることを発表

市立８幼稚園児の作品展

４
２
１
０
、
�
０
７
５
・

４
１
４
・
４
２
５
５
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス：

hum
inro@

m
ail.pref.

K
yoto.jp

）

６
か
月
以
上
の
乳
幼
児
を

対
象
に
し
た
無
料
の
保
育

ル
ー
ム
を
会
場
に
設
置
し
ま

す
。
希
望
さ
れ
る
人
は
参
加

申
し
込
み
と
い
っ
し
ょ
に
お

子
さ
ん
の
氏
名
・
性
別
・
年

齢
を
書
い
て
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

絵の具遊びをする幼稚園児（草内幼稚園） 河合隼雄さん
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男
女
の
共
同
参
画
を
め
ざ
し
ア
ン
ケ
ー
ト

男
女
の
共
同
参
画
を
め
ざ
し
ア
ン
ケ
ー
ト 
男
女
の
共
同
参
画
を
め
ざ
し
ア
ン
ケ
ー
ト 

市
は
市
内
に
在
住
す
る
２０
歳

以
上
の
男
女
１
０
０
０
人
（
無

作
為
に
抽
出
し
ま
す
）
を
対
象

と
し
た
、
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
の
意
識
や
日
常
生
活

の
状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
今
月
に
行
い
、
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
今
後
の
施
策
の

方
向
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。市

は
、
平
成
３
年
に
「
第
１

次
女
性
行
動
計
画
（
か
が
や
き

プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し
、
男
女

が
共
に
参
加
し
、
地
域
を
発
展

さ
せ
て
い
く
「
男
女
共
同
参
加

に
よ
る
社
会
」
を
目
指
し
て
、

女
性
施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
男
女
の
役
割
分
担

意
識
や
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
身
近
な
男
性
か

ら
女
性
に
対
す
る
暴
力
）
な
ど
、

今
な
お
多
く
の
課
題
も
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
市
は
女
性
を
取
り

巻
く
状
況
や
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
し
た
新
た
な

行
動
計
画
の
策
定
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
市
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

説
明
会
や
納
税
相
談
の
ご
利
用
を

説
明
会
や
納
税
相
談
の
ご
利
用
を 

説
明
会
や
納
税
相
談
の
ご
利
用
を 

ゆ
ず
り
ま
す

�
ピ
ア
ノ
（
有
料
）

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
婦
人
用
自
転
車
�
新
生
児

用
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
�
全
自

動
洗
濯
機

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
産
業

振
興
課
（
�
６４
・
１
３
６
０
）

宇
治
税
務
署
は
平
成
１２
年
分

の
確
定
申
告
に
関
す
る
説
明
会

や
納
税
相
談
・
税
理
士
に
よ
る

納
税
相
談
を
左
表
の
と
お
り
開

き
ま
す
。

確
定
申
告
は
２
月
１６
日
�
か

ら
３
月
１５
日
�
ま
で
で
す
が
、

還
付
申
告
は
２
月
１
日
�
か
ら

税
務
署
で
受
け
付
け
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
申
告
書
は
郵
送
で
も

提
出
で
き
ま
す
。

青
色
申
告
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
過
年
分
の
申
告
、

譲
渡
・
事
業
（
営
業
）
・
不
動

産
所
得
の
あ
る
申
告
は
、
税
務

署
ま
た
は
左
表
の
納
税
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
告
書
の
郵
送
・
問
合
せ

先
＝
宇
治
税
務
署
（
〒
６
１

１
・
０
０
３
３
宇
治
市
大
久
保

町
井
ノ
尻
６０
・
３
、
�
４４
・
４

１
４
１
）

成人式・成人のつどい 成人式・成人のつどい 

市
は
大
人
の
仲
間
入
り
を
す

る
新
成
人
を
招
き
、
成
人
式
を

開
き
ま
す
。

日
時
＝
１
月
８
日
（
成
人
の

日
）受

付
時
間
＝
正
午
か
ら

開
式
＝
午
後
１
時
〜
３
時

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る
昭

和
５５
年
４
月
２
日
〜
５６
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

内
容
＝
▼
第
１
部
‥
成
人
式

式
典
（
は
た
ち
の
言
葉
一
筆
啓

上
の
表
彰
な
ど
）
▼
第
２
部
‥

成
人
の
つ
ど
い
（
吉
本
笑
タ
イ

ム
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
・
プ
リ
ク

ラ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
撮
影
会
、
恩

師
・
来
賓
者
な
ど
と
歓
談
な

ど
）参

加
方
法
＝
当
日
は
必
ず
案

内
状
の
封
筒
を
持
参
し
、
受
け

付
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
護
者
の
方
も
、
同
体
育
館

２
階
か
ら
成
人
式
に
参
加
で
き

ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
社
会
教
育
課

（
�
６４
・
１
３
９
３
）

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
も
っ
と
盛

ん
に
す
る

こ
れ
ら
を
ふ
ま
え
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
日
本

国
内
は
も
と
よ
り
世
界
各
地

で
展
開
さ
れ
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
の

主
役
は
、
全
国
で
活
動
す
る

み
な
さ
ん
と
こ
れ
か
ら
参
加

を
始
め
る
み
な
さ
ん
で
す
。

自
分
に
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
考
え
ま
せ

ん
か
。

問
合
せ
先
＝
社
会
福
祉
課

（
�
６４
・
１
３
７
０
）

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年 

今
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年 

今
後
の
課
題
や
施
策
を
明
ら
か
に

平成１２年成
人式のあと行
われた「成人
のつどい」で
恩師と談笑す
る参加者（田
辺中央体育
館）

１月８日の午後１時から

還
付
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
付

参
加
し
や
す
い
環
境
を
世
界
中
で

２３
日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

リサイクルリサイクル 
情　　　報情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

リサイクル 
情　　　報 

水　道 

確定申告

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国
際
年
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ハ
ー
テ
ィ
ー
く
ん
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なやみごと 
（人権・行政） 
相談 

 

 
市民無料
法律相談 

府民無料
法律相談 

成人健康
相談 

乳幼児
相談 

リハビリ
相談 

健康相談 

老人健康
相談 

家庭児童
相談室 

育児相談 

介護保険
相談 

消費生活
相談 

教育相談 

ふれあい
相談室 

土曜日 
なんでも相談 
心配ごと
相談 

心配ごと・介護
出張相談 

ボランティア
相談 

福祉権利
擁護相談 

税務相談 

弁護士による
無料法律相談 

人権擁護委員・行政
相談委員による相談 

市広報広聴課 
�62-4343 

府田辺地方振興局 
�62-0173 

市健康推進課 
�64-1334 
�64-1335 

田辺児童館 
�63-1081
普賢寺児童館 
�65-0153

市介護保険室 
�64-1337
市産業振興課 
�64-1360 
市学校教育課 
�63-4488 

市社会福祉 
協議会 
�62-5447 
�65-4962 

1月10日�　市役所会議室 
　24日�　北部住民センター 
　13：30～16：00

2月7日�　13：30～16：30 
市役所会議室 

弁護士による相談、1月
19日から電話予約受付
（土・日曜日を除く） 
弁護士による相談、1
月12日に電話予約受付 

1月15日�　13：30～16：30 
府田辺地方振興局 
毎週月曜日　9：00～11：00 
保健センター 

成人を対象 
電話予約受付 

1月11日�　9：00～11：00 
保健センター 

身体計測・発達・育
児・栄養指導など 

1月9日�　9：00～11：00 
保健センター（�63-2662） 

家でできる訓練の方法
や訓練内容について 

1月17日�　14：00～15：00 
三山木福祉会館 

市民（乳幼児を除
く）を対象 

1月18日�　13：30～15：00 
府営団地第二集会所 

60歳以上の人を
対象 

毎週月～金曜日　9：00～16：00 
田辺児童館 子どものことにつ

いて気にかかるこ
となど 毎週月曜日　普賢寺児童館 

9：00～12：00、13：00～16：30

1月5日・19日�　13：30～15：30 
市役所２階介護保険室 

介護保険制度に関する
こと、申込必要なし 

毎週水曜日　13：30～16：00 
市役所3階306会議室 

くらしの中で購入する物や
サービスについての相談 

毎週火・木曜日　9：00～13：00 
中央公民館 

登校しぶりや不登校の問題、
学習の遅れなど、予約要 

毎週月～金曜日　9：00～16：00 
社会福祉センター 

一人で悩まずどんなことでも
相談を、電話・来所・FAX可 

1月20日	　10：00～12：00
社会福祉センター 

日常生活全般についてどんな
ことでもお気軽に、予約制 

1月15日�・25日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

毎日の生活で心配なこ
と、わからないことに
ついて（日常生活全般
について） 

1月19日�　13：30～16：00　 
草内公民館 
1月17日・2月7日� 
13：30～16：00　社会福祉センター 

ボランティア活動したい、 
ボランティアに来てほしい 

1月10日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

高齢者・障害者など対象に福祉
サービスの契約など生活支援 

1月15日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

相続税、贈与税などの税金に関
する問題全般、随時予約受付 

1月25日�　13：30～16：00 
社会福祉センター 

法律問題全般、
随時予約受付 

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

中 央 図 書 館  中 央 図 書 館  

1月のおはなし会
6日・13日・20日・27日	は午後3時から、

10日・17日�は午後3時30分から、中央図書館
で、おはなし会を行います。
場所＝中央図書館

1月の映画会
ダンス・ムービーの特集です。
▼6日…フラッシュ・ダンス▼13日…Shall

we ダンス？▼20日…ダンシング・ヒーロー

移動図書館巡回表 
曜日 地区名 

草 内  

新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

東 
出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  
高 木  

南山東 

飯 岡  

巡回時間 
2：20～3：00

3：10～3：50

4：00～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：30～3：00

3：20～4：00

4：20～5：00

2：10～2：40
2：50～3：20
3：30～4：00
4：10～4：50
2：30～3：10

3：20～4：00

4：10～4：50

巡回日 駐車場所 
草内小学校北隣 
新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m
健康村公民館 
サンロイヤルアカデミア 
三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

5� 
16 
 
12� 
23
 

17
 

10 
24
 

18
 

11 
25
 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

★中央図書館・北部住民センター図書室で借りられた本
も移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は共通です。 
★その場で貸出券をおつくりしますのでお気軽にご利用
ください。 

▼27日…ホワイト・ナイツ　白夜
いずれも土曜日の午前10時30分からです。
場所＝中央図書館

1月のギャラリー
▼「2001年の年賀状展」：絵手紙「曜の会」

本部ブロック研修会＝5日�～14日�▼「個
性豊かな橋たち」写真展～京都・大阪編：田
中元洋＝16日�～21日�▼「二月堂竹送り写
真他」：山城松明講＝23日�～28日�▼絵画
教室展（小・中・高校生の水彩・デッサンな
ど）：岡村慶子＝30日�～2月4日�
場所＝中央図書館

「55歳から楽しむパソコン講座」
日経ＰＢ社

電子メール・インターネット、なにそのカ
タカナ？
今さらパソコンなんて、どうもカタカナ

が・・・と、あきらめているあなた！
この本は、大きい活字で難しい用語も丁寧

に解説されていて、写真や絵も満載。
自分史を書いたり、お金の計算をしたり、

また電子メールからデジタルカメラまで基礎
の基礎を紹介しています。
この1冊であなたのパソコン人生を発見し、

手作りハガキで親しい友人に一筆啓上。
「アッ」と言わせてみませんか？

とうちくおはなし会
▼6日	午後3時～ 3時30分…十二の月のお

くりもの▼13日	午後3時～午後3時30分…お
にはうちふくはそと▼20日	午後3時～3時30
分…ホレおばさん▼24日�午後3時30分～4時
…そりあそび（ばばばあちゃんのおはなし）
▼27日	午後3時～3時30分…すみやき長者

場所＝北部住民センター図書室

母子・父子家庭の児童
入学を祝い励ます会
今春、小学校に入学される母子・父子家庭

の児童と保護者を招待して、「祝い励ます会」
を開きます。
当日は、学用品などの記念品の贈呈や、歌

を歌ったり紙芝居をみたり…楽しい催しがあ
ります。
日時＝2月24日	午後1時30分～3時
場所＝市社会福祉センター
申込方法＝電話かはがきで申し込んでくだ

さい。
しめきり＝1月31日�
申込・問合せ先＝市児童福祉課（〒610-

0393京田辺市田辺80、�64-1337）

三種混合 

ツベルク
リン反応 

判定・ 
ＢＣＧ 

1月10日� 
1月22日� 生後6～18か月の乳幼児 

12年8月生まれおよび 
申込者 

1月15日のツ反を受けた
人 

予防接種の日程 
受付時間＝13：30～14：30
場所＝保健センター　　　
問合せ先＝市健康推進課（�64-1334）

 
 

毎週日曜日と祝日 
1月1日～3日 
受付時間 
　　8：30～14：30

愛の献血 
1月11日� 
　　㈱克己建設　 
　　9：30～12：30 
　　山城田辺自動車学校 
　　14：00～15：30 

休日応急診療所開設 

種　別 日にち 対　　　　象 

1月15日� 

1月1７日� 

新 し い 本 の 紹 介 新 し い 本 の 紹 介 

北部住民センター 北部住民センター 
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市府民税‥‥‥‥‥第４期 
国民健康保険税‥‥第８期 
●お忘れなく納付ください 

〈今月の市税等〉 

お申し込みは 

金融機関（郵便局含む）にて 

市税務課（�64-1318） 

便利な 

市 納 
の は 

付 税 

広 報 　 き ょ う た な べ ＜ 6 ＞

京田辺市から 
           つながる高速道路 

第二名神高速道路

シ
リ
ー
ズ
�



国
際
高
等
研
究
所
は
公
開
講
演
会

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

気
軽
な
気
持
ち
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
１
月
１３
日
	
午
後

２
時
〜
４
時

場
所
＝
国
際
高
等
研
究
所

テ
ー
マ
＝
万
葉
の
富
士
山

歌
講
師
＝
坂
本
信
幸
さ
ん

（
奈
良
女
子
大
学
教
授
）

定
員
＝
先
着
１
２
０
人

参
加
費
＝
無
料

日
時
＝
１
月
１９
日
�
午
後
１
時
〜
５

時
場
所
＝
大
阪
国
際
会
議
場
（
大
阪
市

中
之
島
）

テ
ー
マ
＝
情
報
技
術
と
人
類
の
未
来

｜
Ｉ
Ｔ
革
命
を
超
え
て

定
員
＝
先
着
３
０
０
人

内
容
＝
▼
講
演
…
坂
井
利
之
（
京
都

大
学
名
誉
教
授
）
▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
…
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
林
敏

彦
（
大
阪
大
学
大
学
院
教
授
）、
パ
ネ
リ

ス
ト
東
倉
洋
一
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
先
端
技
術
総

合
研
究
所
所
長
）、
前
川
秀
樹
（
東
京
放

送
取
締
役
）、
諏
訪
基
（
大
阪
工
業
技
術

研
究
所
所
長
）、
浅
田
彰
（
京
都
大
学
経

済
研
究
所
助
教
授
）、
真
名
垣
昌
夫
（
Ｎ

Ｅ
Ｃ
情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
研
究
本
部
主

席
技
師
）

参
加
費
＝
無
料

【
申
込
方
法
】

電
話
・
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
・
電
子

メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
フ
ァ
ク
ス
番
号
・

参
加
希
望
人
数
を
記
入
し
、
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
電
話
で
の
受
付

は
、
日
・
月
曜
日
と
祝
日
を

除
く
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

で
す
。

【
申
込
・
問
合
せ
先
】

国
際
高
等
研
究
所
「
一
般

公
開
講
演
会
」
係
ま
た
は

「
高
度
情
報
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
係
（
〒
６
１
９
・
０
２

２
５
相
楽
郡
木
津
町
木
津
川
台
９
・
３
、

�
７３
・
４
０
０
０
、
�
７３
・
４
０
０
５
、

電

子

メ

ー

ル

ア

ド

レ

ス

：
lecture3@

iias.or.jp

〈
一
般
公
開
講
演

会
〉
ま
た
はlecture5@

iias.or.jp

〈
高

度
情
報
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉）

市
は
第
１７
回
市
民
駅
伝
競
争

大
会
を
開
き
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
町
並
み
を
見
な

が
ら
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
２
月
１８
日
�
午
前
８

時
か
ら

開
会
式
＝
田
辺
中
央
体
育
館

コ
ー
ス
＝
市
内
６
区
間

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
･

通
勤
･
通
学
す
る
人
で
中
学
生

以
上
の
人

説
明
会
＝
２
月
９
日
�
午
後

７
時
３０
分
か
ら
田
辺
中
央
体
育

館
参
加
費
＝
１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円
（
説
明
会
で
徴
収
し
ま
す
）

チ
ー
ム
編
成
＝
▼
一
般
の
部

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

HHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHHH

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

…
地
区
・
職
場
な
ど
（
学
生
は

２
人
以
内
、
男
女
混
合
可
）
▼

女
子
の
部
…
地
区
・
職
場
・
学

生
▼
学
生
の
部
…
中
・
高
・
大

学
生
（
一
般
・
男
女
混
合
可
）

し
め
き
り
＝
１
月
３１
日
�

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育

館
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま

た
は
郵
送
、
電
話
・
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
市
社
会

体
育
課
（
田
辺
中
央
体
育
館
内
、

〒
６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺

市
田
辺
丸
山
１９
、
�
６２
・
１
５

０
１
、
�
６２
・
１
５
３
４
）

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央中　央 
体育館体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 

中　央 
体育館 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
頃
の
運
動
不
足
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
１
月
１３
日
	
午
前
９

時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
と

田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
・
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
個
人

ま
た
は
家
族
で
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

参
加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人

１
人
１
０
０
円
（
当
日
会
場
で

徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
田
辺
中
央
体
育

館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

使
用
講
習
会
開
き
ま
す

日
時
＝
２
月
４
日
�
午
前
１０

時
〜
正
午
と
午
後
２
時
〜
４
時

の
２
回

対
象
＝
市
内
に
在
住
・
通

勤
・
通
学
す
る
１６
歳
以
上
の
人

定
員
＝
３０
人
ず
つ
計
６０
人

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
の

往
信
用
に
受
講
希
望
日
時
・
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号

(

勤
務
地
・
学
校
名
な
ど)

を
、

返
信
用
の
表
に
住
所
・
氏
名
を

書
い
て
田
辺
中
央
体
育
館
に
送

付
。
ま
た
は
住
所
・
氏
名
を
書

い
た
ハ
ガ
キ
を
同
体
育
館
に
直

接
持
参
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

受
付
期
間
＝
１
月
１０
日
�
〜

２０
日
	

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
〒
６
１
０
・
０
３

３
１
京
田
辺
市
田
丸
山
１９
、
�

６２
・
１
５
０
１
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

適
切
な
体
力
づ
く
り

そ
の
運
動
方
法
は
あ
な
た
に

合
っ
て
い
ま
す
か
。

日
時
＝
１
月
１９
･
２６
日
�
午

後
５
時
〜
８
時
、
１３
･
２０
日
	

午
前
９
時
〜
正
午
、
２２
･
２９
日

�
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

内
容
＝
各
自
の
体
力
を
総
合

的
に
測
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ

っ
た
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
ま
す
。

対
象
＝
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
承
認
証
を
お
持
ち
の
人

定
員
＝
１
時
間
に
２
人
の
割

合
利
用
料
＝
１
回
２
０
０
円

（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用

料
は
別
途
必
要
で
す
）

申
込
方
法
＝
希
望
日
の
前
日

ま
で
に
、
田
辺
中
央
体
育
館
へ

電
話
ま
た
は
直
接
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
田
辺
中

央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５
０
１
）

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、

本
市
周
辺
の
高
速
道
路
の
現
況

と
課
題
な
ど
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
５
回
目
と
な

る
今
月
号
は
「
第
二
名
神
高
速

道
路(

以
後
第
二
名
神)

に
つ
い

て
」
で
す
。

第
二
名
神
は
、
左
図
の
と
お

り
愛
知
県
名
古
屋
市
か
ら
三

重
・
滋
賀
両
県
、
京
都
・
大
阪

両
府
を
通
り
兵
庫
県
神
戸
市
に

至
る
全
長
１
７
４
�
の
高
速
道

路
で
す
。

こ
の
道
路
は
、
東
の
第
二
東

千
代
川 

大津JCT

宇治田原宇治田原IC宇治田原IC

志賀 

舞鶴西 

亀山亀山 亀山 亀山東 
JCT

亀山亀山 
JCTJCT

米原米原JCTJCT米原JCT
養老JCT

一宮JCT

小牧小牧 
JCTJCT
小牧 
JCT

名
古
屋 

飛島飛島 飛島 

名
港
中
央

名
港
中
央 

名
港
中
央 

名
古
屋 

坂本北 

木津 

城陽城陽 
JCTJCT・IC
城陽 
JCT・IC

西宮 

大山崎大山崎 
JCTJCT
大山崎大山崎 
JCTJCT

亀山亀山 
JCTJCT
亀山 
JCT

飛島 

箕面箕面 箕面 

門真JCT

東大阪JCT

大山崎 
JCT

関 
JCT高槻高槻 

JCTJCT
高槻 
JCT

八
幡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

八
幡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ 

吹田吹田JCTJCT吹田JCT

綾部JCT

神
戸
Ｊ
Ｃ
Ｔ 

久御山西久御山西 久御山西 

久御山久御山 
JCTJCT

草津草津JCTJCT

四日市JCT四日市JCT

久御山 
JCT

草津JCT
瀬田東 

園
部 

沓
掛 

京
都
南 

京
都
東

京
都
東 

八
幡
Ｊ
Ｃ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ 

京
都
東 

丹
波 

琵琶湖 

伊勢湾 

第二名神高速道路 延長≒174㎞ 

※第二名神の各IC・JCTの 
　名称は仮称です。 

名
高
速
道
路
と
西
の
山
陽
自
動

車
道
や
中
国
自
動
車
道
に
接
続

さ
れ
る
計
画
で
、
日
本
の
主
要

国
土
軸
を
支
え
る
重
要
な
路
線

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
４０
年
代
に
全
線
が
開
通

し
た
現
在
の
名
神
高
速
道
路

は
、
日
本
経
済
の
発
展
に
伴
う

自
動
車
交
通
の
著
し
い
増
大
に

よ
っ
て
、
本
来
の
機
能
が
損
な

わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
同
道
路
は
本
来
の

高
速
道
路
が
持
つ
「
早
く
、
快

適
に
、
目
的
地
に
到
達
で
き

る
。」
と
い
う
機
能
を
確
保
し
、

将
来
の
交
通
需
要
へ
対
応
。
ま

た
、
災
害
や
交
通
事
故
と
い
っ

た
緊
急
時
や
大
規
模
な
補
修
工

事
の
際
に
、
名
神
高
速
と
相
互

に
代
替
機
能
を
発
揮
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
交
通
の
流
れ
が
確
保

で
き
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。第

二
名
神
は
高
い
構
造
規
格

で
設
計
さ
れ
て
お
り
、
全
線
で

６
車
線
化
を
採
用
。
緩
や
か
な

カ
ー
ブ
や
勾
配
と
相
ま
っ
て
、

ド
ラ
イ
バ
ー
が
安
全
に
ゆ
と
り

を
持
っ
て
運
転
で
き
る
よ
う
な

構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

補
修
な
ど
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
や

緊
急
時
の
走
行
空
間
と
し
て
活

用
す
る
た
め
路
肩
も
広
め
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
も
導
入
を
予
定

工
事
に
向
け
た
効
率
的
な
事

業
実
施
の
た
め
、
新
技
術
や
新

工
法
も
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
、

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受

シ
ス
テ
ム(

Ｅ
Ｔ
Ｃ)

な
ど
も
導

入
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
料
金

所
付
近
で
の
渋
滞
解
消
も
大
き

な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
周
辺
で
接
続
さ
れ
る
幹

線
道
路
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
単
独
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
と
し
て
宇
治
田
原
町
の
国
道

３
０
７
号
近
接
部
で
、
ま
た
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
主
要
幹
線

道
路
が
交
差
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ

ョ
ン
併
用
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
、
城
陽
市
内
の
京
奈
和
自
動

車
交
差
部
と
八
幡
市
と
本
市
に

ま
た
が
る
地
域
で
の
第
二
京
阪

道
路
交
差
部
、
大
阪
府
高
槻
市

内
の
現
在
の
名
神
高
速
交
差
部

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

環
境
に
や
さ
し
い

こ
の
道
路
は
、
前
記
の
と
お

り
走
行
者
（
車
）
の
快
適
性
に

も
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す

が
、
周
辺
地
域
の
環
境
保
全
も

重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
近
接
す

る
既
存
集
落
周
辺
に
は
広
幅
員

の
環
境
施
設
帯
が
設
置
さ
れ
、

周
辺
景
観
と
調
和
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
構
造
物
や
道

路
付
属
物
が
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。シ

リ
ー
ズ
最
終
回
と
な
る
来

月
号
は
、
第
二
名
神
高
速
道
路

の
進
み
具
合
と
高
速
道
路
に
関

連
し
た
新
技
術
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

神
戸
か
ら
名
港
中
央
ま
で
を
結
ぶ
第
二
名
神
の
全
体
図

快
適
な
高
速
道
路
に

国
際
高
等
研
究
所
な
ど
で

第二名神高速道路のイメージ図

第17回市民駅伝競走大会 第17回市民駅伝競走大会 
参加者を募集します
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新世紀に期待すること・夢・思い新世紀に期待すること・夢・思い

＜ 8 ＞

平成12年国勢調査（概数） 平成7年国勢調査（確定数） 

総人口 

男 

女 

世帯数 

京田辺市の平成12年国勢調査結果 

5 9 , 5 7 6 人  
2 9 , 5 4 0 人  
3 0 , 0 3 6 人  
22,409世帯 

53 , 040人 
26 , 290人 
26 , 750人 
18,331世帯 

10月1日現在で実施されました平成12年国勢調査の結果を市
で集計したところ、人口は59,576人、世帯数は22,409世帯でし
た。
調査にご協力いただいた皆様に厚くお礼申し上げます。
なお、これらの調査結果は本市での概数のため、後日公表さ

れる総務庁統計局の数字とは異なる場合があります。

国勢調査にご協力ありがとうございました 国勢調査にご協力ありがとうございました 

市の人口は５９，５７６人 市の人口は５９，５７６人 概数を
公　表

後
藤
千
渡
世
さ
ん

（
１２
、
大
住
平
谷
）

＝
桃
園
小
６
年
生

久
保
常
廣
さ
ん

（
３１
、
天
王
上
白
光
田
）

＝
茶
せ
ん
師

21世紀がスタートしました。みなさんそれぞれ希望に満ちあ
ふれていることでしょう。そこで無限の可能性を秘めた市民
のみなさんに新しい世紀に期待することや夢描いていること、
思いについて聞いてみました。

作
業
で
行
っ
て
い
る

茶
せ
ん
作
り
は
、
機

械
で
は
で
き
な
い
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
続
け
て
い
き
た

い
。
み
な
さ
ん
に
お
茶
を
点

て
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ほ
っ

と
し
て
忘
れ
か
け
た
や
さ
し

さ
や
思
い
や
り
を
思
い
出
し

て
も
ら
う
２１
世
紀
で
あ
っ
て

ほ
し
い
。

年
生
か
ら
始
め
た
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
の
お
か

げ
で
、
他
の
学
校
に
も
友
達

が
で
き
ま
し
た
。
試
合
に
勝

つ
と
う
れ
し
い
の
で
自
分
の

力
が
発
揮
で
き
る
よ
う
に
こ

れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い
し
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、

も
っ
と
友
達
の
輪
も
ひ
ろ
げ

た
い
。

◆市役所は１月５日�から業務を始めます◆

福
山
由
紀
さ
ん

（
２０
、
興
戸
町
田
）

＝
学
生

福
王
聖
樹
さ
ん

（
３４
、
大
住
ケ
丘
三
丁

目
）＝

会
社
員吉

良
由
美
子
さ
ん

（
１９
、
興
戸
八
木
屋
）

＝
学
生

鈴
木
俊
哉
く
ん

（
１１
、
田
辺
針
ケ
池
）

＝
田
辺
小
５
年
生

メ
リ
カ
の
ア
ン
ド

レ
・
ア
ガ
シ
選
手
を

め
ざ
し
、
毎
日
練
習
し
て
い

る
テ
ニ
ス
が
う
ま
く
な
っ
て
、

世
界
の
大
会
で
勝
ち
た
い
で

す
。
勉
強
で
は
、
ぜ
ん
そ
く

な
ど
の
病
気
が
な
ぜ
起
こ
る

の
か
や
環
境
問
題
に
興
味
が

あ
る
の
で
、
自
分
自
身
で
も

調
べ
た
い
。

来
、
子
ど
も
と
関
わ

る
仕
事
に
つ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は

ま
だ
ま
だ
未
熟
な
の
で
、
子

ど
も
と
う
ま
く
接
し
て
い
く

た
め
に
も
、
こ
れ
ま
で
し
た

こ
と
の
な
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
の
活
動
を
し
た
り
勉
強

し
た
り
し
て
、
自
分
を
も
っ

と
成
長
さ
せ
て
磨
き
た
い
。

は
か
な
う
ん
だ
よ
。

子
ど
も
も
大
人
も
笑

顔
で
生
き
生
き
と
し
て
、
い

い
面
を
の
ば
し
て
い
け
る
環

境
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な
の
び

の
び
と
成
長
し
て
い
く
し
、

自
分
た
ち
の
夢
が
も
っ
と
具

体
化
し
て
い
く
。
子
ど
も
も

大
人
も
楽
し
い
時
代
を
創
っ

て
い
け
た
ら
い
い
。

学
の
仲
間
と
Ｓ
ｏ
ｕ

ｌ
系
の
音
楽
の
同
好

会
を
作
り
、
ピ
ア
ノ
を
弾
い

て
い
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
を

と
き
ど
き
開
い
て
い
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
人
に
楽
し

ん
で
聴
い
て
も
ら
っ
て
、
少

し
で
も
気
持
ち
が
安
ら
い
で

も
ら
え
る
よ
う
な
活
動
を
し

た
い
。

岡
本
翼
く
ん

（
１２
、
三
山
木
柚
ノ
木
）

＝
三
山
木
小
６
年
生

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
持
っ
て
い
る
お

母
さ
ん
に
話
を
聞
い
て
か

ら
、
将
来
福
祉
の
仕
事
を
し

た
く
な
り
ま
し
た
。
今
は
高

齢
者
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
福
祉
の
設
備
が

整
い
、
お
年
寄
り
が
安
心
で

き
る
社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

宮
山
博
久
さ
ん

（
１４
、
東
西
神
屋
）

＝
培
良
中
３
年
生

れ
ま
で
続
け
て
き
た

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
高

校
生
に
な
っ
て
も
続
け
て
い

く
と
同
時
に
、
ス
ポ
ー
ツ
医

学
や
栄
養
学
な
ど
将
来
指
導

の
立
場
に
立
て
る
よ
う
な
勉

強
を
し
た
い
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

支
え
、
感
動
を
与
え
る
立
場

に
も
な
り
た
い
。

出
島
幹
子
さ
ん

（
４５
、
飯
岡
東
原
）

＝
主
婦

属
し
て
い
る
「
い
の

お
か
茶
愛
好
会
」
で
、

伝
統
的
な
も
の
に
工
夫
し
よ

う
と
玉
露
ソ
バ
を
作
り
始
め

た
の
で
、
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
食
生
活
で
は
、
家
族
み

ん
な
で
ご
飯
を
食
べ
る
機
会

が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、

家
庭
の
あ
り
方
を
見
直
し
、

団
ら
ん
を
大
切
に
し
た
い
。

相
原
春
雄
さ
ん

（
９２
、
大
住
責
谷
）

＝
無
職

吟
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
、

ピ
ア
ノ
な
ど
何
で
も

興
味
を
持
ち
続
け
て
い
き
た

い
。
年
寄
り
は
み
な
さ
ん
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
、
引

っ
張
っ
て
い
く
ぐ
ら
い
で
が

ん
ば
り
、
老
人
国
の
中
で
も

日
本
が
世
界
の
中
で
模
範
と

な
る
よ
う
な
国
を
み
ん
な
で

作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

山
本
純
子
さ
ん

（
５７
、
大
住
関
屋
）

＝
着
物
の
リ
フ
ォ
ー

ム
講
師

の
中
国
留
学
を
き

っ
か
け
に
、
家
に

も
ア
ジ
ア
の
国
か
ら
留
学
生

が
訪
れ
、
着
物
の
は
ぎ
れ
で

作
っ
た
小
物
を
お
み
や
げ
に

あ
げ
る
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
草
の
根
交
流
を

続
け
、
２１
世
紀
は
戦
争
が
な

く
平
和
な
国
で
あ
る
こ
と
を

心
か
ら
願
い
ま
す
。

娘

こ

所
手

ホ

３

ア
大

詩

将 夢


